
令和5年5月号



31 市政 MAY 2023

特
集

身近な自然・いのちを次世代に引き継ぐ 
生物多様性保全を目指したまちづくり
　急速に進む生物多様性の損失を食い止め、その回復を図るため、2022年12月には新たな国際
目標「ポスト2020生物多様性枠組」が採択される中、国内でも多くの自治体が地域を挙げて多様な
生物の生息・生育環境の再生などに取り組んでいます。
　特集では、学識者から生物多様性に関する国内外の動向や自然資本を活用した持続可能な地域づ
くりの重要性などについて、ご寄稿いただきました。また、生物多様性農業の推進を核としたトキの
野生復帰を目指したまちづくり、大都市の中にある貴重な里山の保全活動、周辺自治体と連携して
進めた地域戦略策定の取り組みなど、生物多様性保全を目指したまちづくりを推進する都市自治体の
取り組み内容を紹介します。

寄稿 1
生物多様性と生態系を生かした
地域づくり
東京大学大学院農学生命科学研究科教授　吉田丈人

寄稿2 人とトキが共生する佐渡を目指して
佐渡市長　渡辺竜五

寄稿3 KOBE里山SDGs戦略の推進
神戸市長　久元喜造

寄稿4 「生物多様性保全」を目指したまちづくり
奄美市長　安田壮平
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1寄稿

生
物
多
様
性
と
生
態
系
を
生
か
し
た

地
域
づ
く
り

東
京
大
学
大
学
院
農
学
生
命
科
学
研
究
科
教
授　

吉よ
し
だ田

丈た
け
ひ
と人

　
生
物
多
様
性
に
関
わ
る
国
内
外
の
動
向

　

自
然
は
、
過
去
数
十
年
の
長
期
に
わ
た
っ
て
損
失

と
劣
化
の
傾
向
を
た
ど
っ
て
き
た
。
絶
滅
の
恐
れ
の

あ
る
生
物
種
は
増
え
る
一
方
で
あ
り
、
絶
滅
危
惧
の

状
態
に
な
い
普
通
に
見
ら
れ
る
生
物
種
で
さ
え
も
、

そ
の
個
体
数
は
減
少
し
て
き
た
。
多
様
な
生
物
の
生

息
地
と
な
る
生
態
系
の
状
態
も
劣
化
す
る
一
方
で
あ

り
、
生
態
系
の
つ
な
が
り（
連
続
性
）は
低
下
傾
向
が

続
い
て
き
た
。
生
物
多
様
性
と
生
態
系
の
危
機
は
、

自
然
の
中
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
私
た
ち
の
暮
ら
し

や
社
会
経
済
に
少
な
か
ら
ぬ
影
響
を
与
え
て
お
り
、

人
間
社
会
を
土
台
か
ら
支
え
る
自
然
資
本
の
損
失
が

継
続
し
て
い
る
。
こ
の
傾
向
は
、
私
た
ち
の
身
近
な

場
所
だ
け
で
な
く
、
海
外
を
含
む
遠
く
離
れ
た
場
所

で
も
進
行
し
て
き
た
。

　

生
物
多
様
性
と
生
態
系
の
危
機
は
、
以
前
か
ら
認

識
さ
れ
て
お
り
、
国
内
に
お
い
て
も
さ
ま
ざ
ま
な
取

り
組
み
が
な
さ
れ
て
き
た
。
対
象
と
な
る
生
物
種
や

地
域
を
設
定
し
た
自
然
保
護
や
、
生
物
多
様
性
と
生

態
系
に
影
響
を
与
え
る
主
な
要
因
へ
の
対
策
な
ど
自

然
再
生
が
進
め
ら
れ
、
個
別
の
生
物
種
や
地
域
で
は

大
き
な
成
果
が
上
が
っ
て
い
る
事
例
も
あ
る
。
し
か

し
、
わ
が
国
の
生
物
多
様
性
と
生
態
系
を
全
体
と
し

て
見
た
と
き
、
こ
れ
ま
で
進
め
ら
れ
て
き
た
取
り
組

み
の
効
果
は
十
分
で
な
く
、
損
失
傾
向
を
回
復
傾
向

に
転
じ
る
こ
と
は
実
現
し
て
い
な
い
。
２
０
５
０
年

ま
で
に
自
然
と
共
生
す
る
社
会
を
実
現
す
る
こ
と
は

世
界
目
標
で
も
あ
り
、
国
内
目
標
で
も
あ
る
が
、
従

来
進
め
ら
れ
て
き
た
自
然
保
護
・
自
然
再
生
な
ど
の

取
り
組
み
だ
け
で
は
、
こ
の
目
標
を
達
成
で
き
な
い

と
い
う
危
機
感
が
国
内
外
で
共
有
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
認
識
の
下
、
愛
知
目
標
に
次
ぐ
新
た

な
世
界
目
標
で
あ
る
「
昆
明
・
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
生

物
多
様
性
枠
組
」が
令
和
４
年
12
月
に
策
定
さ
れ
た
。

新
た
な
世
界
目
標
の
採
択
を
受
け
、
わ
が
国
の
新
た

な
目
標
と
な
る
「
生
物
多
様
性
国
家
戦
略
２
０
２
３

‐
２
０
３
０
」
が
本
年
３
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
ば

か
り
で
あ
る（
図
１
）。
こ
れ
ら
の
世
界
目
標
と
国
内

目
標
に
共
通
し
て
い
る
の
は
、
損
失
・
劣
化
の
長
期

的
傾
向
に
あ
る
生
物
多
様
性
と
生
態
系
を
回
復
傾
向

の
軌
道
に
乗
せ
る
た
め
に
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
や
社

会
経
済
を
対
象
と
す
る
新
た
な
取
り
組
み
に
重
点
が

置
か
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
生
物
多
様
性
と
生
態
系

に
直
接
的
に
影
響
を
与
え
る
要
因（
直
接
要
因
）を
対

象
と
し
た
取
り
組
み
に
と
ど
ま
ら
ず
、
経
済
・
社
会
・

政
治
・
技
術
な
ど
全
て
に
お
け
る
横
断
的
な
「
社
会

変
革
」
に
よ
り
、
暮
ら
し
や
社
会
経
済
の
中
に
あ
る

間
接
的
に
影
響
を
与
え
る
要
因（
間
接
要
因
）へ
の
取

り
組
み
を
進
め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

　

生
物
多
様
性
と
生
態
系
が
も
た
ら
す
自
然
の
恵
み

（
生
態
系
サ
ー
ビ
ス
）へ
の
期
待
も
大
き
く
な
っ
て
い

る
。
生
態
系
を
活
用
し
た
防
災
減
災
（Eco-D

RR

）

を
含
む
、
自
然
を
活
用
し
た
解
決
策
（
Ｎ
ｂ
Ｓ
：

N
ature-based Solutions

）に
よ
る
社
会
の
諸
課
題

の
解
決
が
、
新
た
な
生
物
多
様
性
国
家
戦
略
に
お
け

る
基
本
戦
略
と
し
て
明
確
に
打
ち
出
さ
れ
て
い
る
。

従
来
よ
り
認
識
さ
れ
て
き
た
生
態
系
サ
ー
ビ
ス
の
考

え
方
か
ら
一
歩
踏
み
込
ん
で
、
具
体
的
な
社
会
課
題

の
解
決
に
自
然（
生
物
多
様
性
と
生
態
系
）を
活
用
す

る
こ
と
の
重
要
性
が
位
置
付
け
ら
れ
る
と
と
も
に
、

そ
の
役
割
を
十
分
に
発
揮
す
る
た
め
に
生
物
多
様
性

と
生
態
系
の
保
全
・
再
生
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
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と
こ
ろ
で
、
世
界
目
標
を
実
現
す
る
た
め
に
世
界

各
国
に
よ
る
生
物
多
様
性
国
家
戦
略
が
策
定
さ
れ
て

い
る
の
と
同
様
に
、
国
内
目
標
の
達
成
に
向
け
て
、

地
方
自
治
体
が
策
定
す
る
生
物
多
様
性
地
域
戦
略
へ

の
期
待
と
役
割
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
。
地
方
自
治

体
に
は
多
様
性
が
あ
る
。
山
岳
地
帯
や
森
林
の
よ
う

な
自
然
が
多
い
自
治
体
も
あ
れ
ば
、
水
田
な
ど
農
地

が
多
い
自
治
体
、
海
に
面
し
た
沿
岸
域
が
広
い
自
治

体
、
人
口
が
密
集
す
る
都
市
域
が
主
な
自
治
体
ま

で
、
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
生
物
多
様
性

と
生
態
系
の
回
復
に
向
け
た
取
り
組
み
や
自
然
を
活

用
し
た
社
会
課
題
の
解
決
の
方
法
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

地
方
自
治
体
で
当
然
違
っ
て
い
る
。
地
方
自
治
体
の

特
性
に
合
わ
せ
た
取
り
組
み
が
、
生
物
多
様
性
と
生

態
系
の
分
野
で
も
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

�

生
物
多
様
性
と�

生
態
系
へ
の
依
存
関
係
の
棚
卸
し

　

そ
れ
ぞ
れ
の
地
方
自
治
体
に
お
い
て
、
生
物
多
様

性
と
生
態
系
が
地
域
の
暮
ら
し
や
社
会
経
済
を
ど
う

支
え
て
い
る
か
を
評
価
す
る
こ
と
は
、
最
初
に
取
り

組
む
べ
き
と
て
も
重
要
な
作
業
で
あ
る
が
、
困
難
な

作
業
で
も
あ
る
。
地
域
の
人
々
の
暮
ら
し
、
産
業
な

ど
の
経
済
、
地
域
の
文
化
や
歴
史
な
ど
の
そ
れ
ぞ
れ

に
対
し
て
、
生
物
多
様
性
と
生
態
系
は
何
ら
か
の
直

接
的
・
間
接
的
な
関
わ
り
を
持
っ
て
い
る
。
こ
の
関

係
は
多
様
か
つ
複
雑
で
あ
り
、
時
と
し
て
見
え
に
く

く
、
数
値
化
し
て
評
価
す
る
こ
と
が
難
し
い
こ
と
も

多
い
。
し
か
し
、
生
物
多
様
性
と
生
態
系
へ
の
依
存

関
係
を
捉
え
る
こ
と
な
し
に
は
、「
生
物
多
様
性
と

生
態
系
の
保
全
・
再
生
が
地
方
自
治
体
に
と
っ
て
な

ぜ
重
要
な
の
か
」
と
い
う
根
本
の
問
い
に
答
え
る
こ

と
が
で
き
な
い
。
例
え
ば
、
生
物
多
様
性
地
域
戦
略

の
策
定
や
改
訂
に
当
た
っ
て
、
幅
広
い
地
域
の
関
係

者
が
参
加
す
る
委
員
会
の
設
置
や
、
多
様
な
地
域
の

住
民
や
企
業
な
ど
か
ら
情
報
を
得
る
工
夫
を
す
る
な

ど
、
生
物
多
様
性
と
生
態
系
へ
の
依
存
関
係
を
で
き

る
だ
け
広
い
視
点
か
ら
捉
え
る
こ
と
は
有
用
で
あ
ろ

う
。
ま
た
、
全
国
の
地
方
自
治
体
に
向
け
た
情
報
提

供
も
、
近
年
急
速
に
進
ん
で
き
て
い
る
。

　

生
態
系
サ
ー
ビ
ス
の
評
価
は
、
地
方
自
治
体
で
の

生
物
多
様
性
と
生
態
系
へ
の
依
存
関
係
を
可
視
化
す

る
た
め
に
有
用
な
方
法
で
あ
る
。
環
境
省
が
進
め
て

き
た「
Ｊ
Ｂ
Ｏ（
生
物
多
様
性
及
び
生
態
系
サ
ー
ビ
ス

の
総
合
評
価
）」で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
生
態
系
サ
ー
ビ

ス
が
評
価
さ
れ
て
お
り
、
地
図
や
空
間
情
報
と
し
て

公
開
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
総
合
地
球
環
境
学
研
究

所
の
「J-A

D
RES

（
自
然
の
恵
み
と
災
い
か
ら
と
ら

え
る
土
地
利
用
総
合
評
価
）」で
は
、
Ｊ
Ｂ
Ｏ
の
方
法

に
準
じ
た
生
態
系
サ
ー
ビ
ス
の
評
価
結
果
が
市
区
町

村
ご
と
に
集
計
さ
れ
公
開
さ
れ
て
い
る（
図
２
）。
さ

ま
ざ
ま
な
生
態
系
サ
ー
ビ
ス
（
供
給
・
調
整
・
文
化

第 部 行動計画

年に向けた目標：ネイチャーポジティブ（自然再興）の実現

基本戦略１
生態系の健全性

の回復

基本戦略２
自然を活用した
社会課題の解決
（ ）

基本戦略４
生活・消費活動
における生物多
様性の価値の
認識と行動

基本戦略３
ネイチャー

ポジティブ経済
の実現

基本戦略５
生物多様性に係る
取組を支える基盤
整備と国際連携の

推進

年ビジョン『自然と共生する社会』第 部 戦略

状
態
目
標

基
本
戦
略

関
連
施
策 ５つの基本戦略の下に25ある行動目標ごとに、関係省庁の関連する施策（367施策）を掲載

状態目標（３つ）
・生態系の規模と質の
増加

・種レベルでの絶滅リ
スク低減

・遺伝的多様性の維持

状態目標（３つ）
・生態系サービス向上
・気候変動とのシナジ
ー・トレードオフ緩
和

・鳥獣被害の緩和

状態目標（３つ）
・ 投融資推進
・事業活動による生物
多様性への配慮

・持続可能な農林水産
業の拡大

状態目標（３つ）
・価値観形成
・消費活動における配
慮

・保全活動への参加

状態目標（３つ）
・データ利活用・様々
な主体の連携促進

・資金ギャップの改善
・途上国の能力構築等
の推進

行動目標（６つ）
・
・自然再生
・汚染、外来種対策
・希少種保全

等

行動目標（５つ）
・自然活用地域づくり
・再生可能エネルギー
導入における配慮

・鳥獣との軋轢緩和
等

行動目標（４つ）
・企業による情報開示
等の促進

・技術・サービス支援
・有機農業の推進

等

行動目標（５つ）
・環境教育の推進
・ふれあい機会の増加
・行動変容
・食品ロス半減

等

行動目標（５つ）
・基礎調査・ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ
・ﾃﾞｰﾀ・ﾂｰﾙの提供
・計画策定支援
・国際協力

等

行
動
目
標

関
連
施
策
か
ら
ビ
ジ
ョ
ン
ま
で
一
気
通
貫
で
整
理

図1  生物多様性国家戦略2023-2030

図2  総合地球環境学研究所のJ-ADRES
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的
サ
ー
ビ
ス
）
が
評
価
さ
れ
て
き
た
も
の
の
、
多
様

な
文
化
的
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、
評
価
で
き
て
い
な
い
生

態
系
サ
ー
ビ
ス
も
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
公
開

デ
ー
タ
を
参
照
す
る
こ
と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
方
自

治
体
の
特
性
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
生
物
多
様
性
と

生
態
系
へ
の
依
存
関
係
を
捉
え
る
一
助
と
な
る
。

　

生
物
多
様
性
の
状
態
に
関
し
て
は
、
環
境
省
に
よ

る
Ｊ
Ｂ
Ｏ
や
久
保
田
康
裕
氏
ら
に
よ
る「J-BM

P

（
日

本
の
生
物
多
様
性
地
図
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）」な
ど
で

デ
ー
タ
が
公
開
さ
れ
て
お
り
、
生
物
種
や
生
態
系
レ

ベ
ル
の
生
物
多
様
性
に
関
す
る
地
方
自
治
体
の
特
性

を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

自
然
を
活
用
し
た
解
決
策
（
Ｎ
ｂ
Ｓ
）
は
、
具
体

的
な
社
会
課
題
の
解
決
に
生
物
多
様
性
と
生
態
系
を

活
用
す
る
と
い
う
意
味
で
、
生
態
系
サ
ー
ビ
ス
そ
の

も
の
に
比
べ
て
、
実
社
会
で
の
活
用
を
よ
り
重
視
し

た
考
え
方
で
あ
る
。
一
方
、
生
態
系
サ
ー
ビ
ス
と

比
較
す
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
方
自
治
体
に
お
け
る

Ｎ
ｂ
Ｓ
の
現
状
の
整
理
は
十
分
に
進
ん
で
い
な
い
。

Ｎ
ｂ
Ｓ
の
中
で
も
、
生
態
系
を
活
用
し
た
防
災
減
災

（Eco-D
RR

）
に
つ
い
て
は
、
総
合
地
球
環
境
学
研

究
所
のJ-A

D
RES

が
、
災
害
リ
ス
ク
へ
の
暴
露
を

土
地
利
用
の
工
夫
で
回
避
す
る
こ
と
に
よ
る
安
全
な

ま
ち
づ
く
り
に
関
し
て
評
価
結
果
を
公
開
し
て
い

る
。
ま
た
、
環
境
省
に
よ
り
、Eco-D

RR

の
効
果

が
期
待
で
き
る
場
所
を
可
視
化
し
た
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

マ
ッ
プ
が
、Eco-D

RR

を
推
進
す
る
た
め
の
手
引

き
と
共
に
、
公
開
さ
れ
て
い
る
。
Ｎ
ｂ
Ｓ
は
グ
リ
ー

ン
イ
ン
フ
ラ
と
い
う
言
葉
で
も
表
現
さ
れ
る
が
、
グ

リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
研
究
会
に
よ
る
書
籍
や
グ
リ
ー
ン

イ
ン
フ
ラ
官
民
連
携
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
よ
る
事

例
集
な
ど
で
、
多
く
の
事
例
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

近
年
急
速
に
進
ん
で
い
る
空
間
情
報
の
公
開
や
個
別

事
例
の
解
説
を
参
照
す
る
こ
と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地

方
自
治
体
に
お
い
て
、
生
物
多
様
性
と
生
態
系
へ
の

依
存
関
係
を
具
体
的
に
棚
卸
し
し
、
現
状
評
価
す
る

こ
と
に
取
り
組
め
る
だ
ろ
う
。

　

�

持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
に
向
け
た�

自
然
資
本
の
経
営

　

社
会
課
題
の
解
決
の
た
め
に
自
然
を
活
用
し
よ
う

と
す
る
と
き
、
複
数
の
生
態
系
サ
ー
ビ
ス
の
組
み
合

わ
せ
を
ど
の
社
会
課
題
に
対
し
て
ど
の
場
所
で
活
用

す
る
か
を
、
さ
ま
ざ
ま
な
コ
ス
ト
を
考
慮
し
た
上
で

比
較
検
討
す
る
経
営
の
視
点
が
必
要
に
な
る
。
そ
れ

ぞ
れ
の
地
方
自
治
体
に
お
け
る
自
然
資
本
（
生
物
多

様
性
と
生
態
系
）
の
特
性
と
そ
れ
ら
へ
の
依
存
関
係

を
把
握
し
、
自
然
資
本
の
経
営
方
針
と
な
る
中
長
期

的
な
空
間
計
画（
土
地
利
用
や
地
域
管
理
の
計
画
）を

整
備
す
る
こ
と
で
、
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
の
実

現
に
向
け
た
取
り
組
み
を
着
実
に
進
め
て
い
く
こ
と

が
で
き
る
。

　

こ
の
と
き
、
多
様
な
生
態
系
サ
ー
ビ
ス
を
も
た
ら

す
自
然
資
本
を
活
用
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
社
会
か

ら
要
請
さ
れ
る
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
と
い
う
こ

と
で
も
あ
り
、
こ
れ
ら
の
ニ
ー
ズ
の
間
で
の
ト
レ
ー

ド
オ
フ
や
コ
ン
フ
リ
ク
ト
が
生
じ
る
こ
と
も
あ
る
。

自
然
を
活
用
し
た
解
決
策
は
、
い
わ
ゆ
る
「
悔
い
の

な
い
（no regret

）」
施
策
と
も
言
わ
れ
る
よ
う
に
、

複
数
の
ニ
ー
ズ
に
同
時
に
応
え
る
こ
と
が
で
き
る
場

合
が
多
い
。
し
か
し
、
複
数
の
ニ
ー
ズ
の
間
に
ト

レ
ー
ド
オ
フ
が
生
じ
る
こ
と
も
あ
る
。
そ
の
場
合
、

異
な
る
ニ
ー
ズ
を
持
つ
地
域
の
多
様
な
関
係
者
が
合

意
を
形
成
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
さ
ま
ざ

ま
な
意
見
を
調
整
し
て
い
く
役
割
が
地
方
自
治
体
行

政
に
期
待
さ
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
自
然
資
本
の
経
営
を
そ
れ
ぞ
れ
の
地

方
自
治
体
で
進
め
て
い
く
た
め
に
は
、
そ
れ
を
担
う

高
度
な
人
材
も
必
要
と
な
る
。
多
種
多
様
な
空
間
情

報
・
統
計
デ
ー
タ
・
聞
き
取
り
結
果
な
ど
を
分
析
し

て
自
然
資
本
へ
の
依
存
関
係
を
多
角
的
に
評
価
で
き

る
だ
け
で
な
く
、
人
と
自
然
の
つ
な
が
り
の
現
在
と

将
来
を
総
合
的
な
視
点
で
捉
え
て
、
自
然
資
本
の
経

営
に
つ
な
げ
ら
れ
る
人
材
の
育
成
が
急
が
れ
る
。
未

来
の
地
域
づ
く
り
を
担
う
将
来
世
代
の
育
成
の
た
め

に
、
地
域
の
特
性
や
自
然
資
本
な
ど
持
続
可
能
な
地

域
づ
く
り
に
関
す
る
内
容
を
、
初
等
教
育
か
ら
段
階

的
に
学
ん
で
い
く
こ
と
も
、
今
後
の
教
育
に
必
要
で

あ
る
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
地
方
自
治
体
の
特
性
に
合
わ
せ
て
、

そ
れ
ぞ
れ
違
う
自
然
資
本
の
経
営
が
取
り
組
ま
れ
る

と
き
、
自
然
と
共
生
す
る
社
会
の
実
現
と
い
う
世

界
目
標
と
国
内
目
標
に
近
づ
く
こ
と
が
で
き
る
だ

ろ
う
。
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人
と
ト
キ
が
共
生
す
る
佐
渡
を
目
指
し
て

2寄稿

佐さ

ど渡
市
長（
新
潟
県
）　

渡わ
た
な
べ辺
竜り

ゅ
う
ご五

　

�

豊
か
な
自
然
、
歴
史
・
文
化
が
あ
ふ
れ
る�

国
内
最
大
の
離
島

　

佐
渡
市
は
、
新
潟
県
の
沖
合
約
30
㎞
に
位
置
し
、

両
津
港

－

新
潟
港（
新
潟
市
）、
小
木
港

－

直
江
津
港

（
上
越
市
）の
二
つ
の
航
路
で
結
ば
れ
、
市
域
面
積
は

約
８
５
５
㎢
、
人
口
は
４
万
９
９
４
７
人
（
令
和
５

年
３
月
末
現
在
）、
離
島
と
し
て
は
日
本
最
大
の
面

積
に
な
る
。

　

ま
た
、
古
く
は
古
事
記
の
国
生
み
神
話
で
は
７
番

目
に
生
ま
れ
た
島
と
し
て
記
載
さ
れ
、
奈
良
時
代
に

は
す
で
に
一
国
と
な
り
、
江
戸
時
代
に
は
佐
渡
金
山
を

核
に
天
領
の
地
と
し
て
栄
え
る
な
ど
歴
史
あ
ふ
れ
る

島
で
あ
る
。
一
方
で
新
潟
と
い
う
寒
冷
地
で
あ
り
な
が

ら
、
対
馬
海
流
と
い
う
暖
流
に
囲
ま
れ
た
海
洋
性
気

候
、
そ
し
て
島
で
あ
り
な
が
ら
１
０
０
０
ｍ
を
超
え
る

山
に
約
１
５
０
㎢
の
平
野
を
有
す
る
独
特
の
地
勢
か

ら
、
豊
か
な
自
然
と
多
様
な
食
に
恵
ま
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
か
ら
旬
を
迎
え
る
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
で
は
、
美

し
い
山
野
草
に
出
会
い
、
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
で
一
躍

有
名
に
な
っ
た
佐
渡
天
然
杉
、
カ
ン
ゾ
ウ
、
イ
ワ
ユ

リ
な
ど
の
豊
か
な
植
生
に
加
え
、
食
の
面
で
も
佐
渡

コ
シ
ヒ
カ
リ
を
中
核
に
リ
ン
ゴ
か
ら
ミ
カ
ン
、
レ
モ

ン
ま
で
採
れ
、
特
に
お
け
さ
柿
、
西
洋
梨
の
貴
婦
人

と
も
い
わ
れ
る
ル
・
レ
ク
チ
ェ
、
黒
い
ダ
イ
ヤ
と
も

い
わ
れ
る
ビ
オ
レ
ソ
リ
エ
ス（
イ
チ
ジ
ク
）が
有
名
で

あ
る
。
海
に
も
寒
ブ
リ
、
ク
ロ
マ
グ
ロ
な
ど
の
豊
か

な
漁
場
が
あ
り
、
お
刺
し
身
を
筆
頭
と
し
た
お
い
し

い
魚
料
理
は
格
別
で
あ
る
。

　

一
方
、
本
市
で
は
現
在
、「
佐さ

ど
渡
島
の
金
山
」と
し

て
世
界
文
化
遺
産
登
録
に
向
け
て
取
り
組
み
を
進
め

て
い
る
が
、
ゴ
ー
ル
ド
ラ
ッ
シ
ュ
は
人
口
を
生
み
出

し
、
人
口
は
水
田
を
生
み
出
し
、
水
田
は
集
落
に
富

を
生
み
出
す
と
い
う
好
循
環
か
ら
、
農
家
の
生
活
が

豊
か
に
な
る
と
、
五
穀
豊ほ
う
じ
ょ
う

穣
や
家
内
安
全
を
願
う
鬼

太
鼓
、
能
と
い
っ
た
伝
統
芸
能
が
地
域
で
継
承
さ
れ

て
お
り
、
日
本
の
能
舞
台
の
３
分
の
1
が
佐
渡
に
あ

る
と
い
わ
れ
る
な
ど
、
現
在
で
も
多
く
の
伝
統
芸
能

が
各
地
の
集
落
ご
と
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
。

　
佐
渡
市
の
鳥
「
ト
キ
」、
野
生
復
帰
に
向
け
て

　

佐
渡
の
シ
ン
ボ
ル
と
い
え
ば
、「
ト
キ（
朱
鷺
）」で

あ
る
。
ト
キ
の
学
名
は
、
ニ
ッ
ポ
ニ
ア
・
ニ
ッ
ポ
ン

と
い
う
日
本
を
象
徴
す
る
学
名
が
つ
け
ら
れ
、
全
長

約
75
㎝
、
翼
開
長
１
４
０
㎝
に
も
な
る
大
型
の
肉
食

鳥
類
。
顔
と
脚
は
赤
く
、
頭
に
は
冠
羽
が
あ
り
、
体

は
淡
い
ピ
ン
ク
を
帯
び
た
白
色
の
羽
毛
で
覆
わ
れ
て

い
る
。
空
を
飛
ぶ
ト
キ
の
姿
は
、
ト
キ
色
と
呼
ば
れ

る
オ
レ
ン
ジ
が
か
っ
た
ピ
ン
ク
色
が
一
層
鮮
や
か
に

見
え
る
。

　

ま
た
、
伊
勢
神
宮
に
ト
キ
の
羽
が
使
用
さ
れ
て
い

る
刀
が
奉
納
さ
れ
て
い
る
な
ど
、
ト
キ
が
日
本
人
に

と
っ
て
特
別
な
鳥
と
し
て
考
え
ら
れ
て
き
た
証
し
が

伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　

ト
キ
は
、
江
戸
時
代
に
は
日
本
の
多
く
の
場
所
に

い
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、
保
護
し
て
い
た
地
域

も
あ
れ
ば
、
農
家
が
藩
に
対
し
て
ト
キ
の
駆
除
を
お

願
い
し
た
と
い
う
歴
史
や
、
各
地
の
鳥
追
い
歌
は
ト

キ
を
対
象
に
し
て
い
た
と
い
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

明
治
以
降
、
国
内
で
の
乱
獲
な
ど
に
よ
り
激
減
し
、

多
く
の
保
護
活
動
も
む
な
し
く
、
昭
和
56
年
に
野
生

５
羽
の
全
鳥
捕
獲
を
も
っ
て
一
度
は
野
生
絶
滅
し
た
。

人
工
繁
殖
も
結
果
に
恵
ま
れ
な
い
状
況
の
中
、
平
成
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11
年
に
中
国
か
ら
２
羽
の
つ
が
い
が
贈
呈
さ
れ
、
日

本
で
初
め
て
人
工
増
殖
に
成
功
し
た
後
、
60
羽
の
野

生
定
着
を
目
標
に
、
生
息
環
境
の
再
生
な
ど
の
野
生

復
帰
へ
の
取
り
組
み
が
開
始
さ
れ
た
。
平
成
20
年
の

第
１
回
目
の
放
鳥
開
始
か
ら
、
私
た
ち
が
想
像
も
で

き
な
か
っ
た
ほ
ど
順
調
に
数
が
増
え
、
今
で
は
佐
渡

の
野
生
下
に
推
定
５
４
５
羽（
令
和
４
年
末
現
在
）が

生
息
し
、
順
調
な
種
の
回
復
と
な
っ
て
い
る
。

　
「
朱
鷺
と
暮
ら
す
郷
づ
く
り
認
証
制
度
」
の
設
立

　

ト
キ
の
野
生
復
帰
の
目
標
を
平
成
20
年
と
す
る

中
、
本
市
に
は
大
き
な
課
題
が
残
っ
て
い
た
。
平
成

16
年
の
台
風
に
よ
っ
て
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
た
佐

渡
米
は
、
販
売
不
振
が
続
い
て
平
成
19
年
ま
で
約

30
％
が
売
れ
残
り
、
農
業
の
危
機
感
が
高
ま
っ
て
い

た
。
ト
キ
の
野
生
復
帰
へ
の
取
り
組
み
も
、
最
後
に

野
生
の
ト
キ
が
い
た
山
あ
い
の
一
部
地
区
で
の
ビ
オ

ト
ー
プ
づ
く
り
な
ど
に
と
ど
ま
り
、
ト
キ
が
野
生
で

生
き
て
い
く
た
め
の
生
き
も
の
豊
か
な
餌
場
の
目
標

で
あ
っ
た
２
０
０
０
ha
の
面
積
に
到
底
及
ば
な
い
状

況
と
な
っ
て
い
た
。

　

野
生
復
帰
の
成
功
と
佐
渡
米
の
販
売
力
強
化
に
向

け
て
取
り
組
み
を
進
め
る
上
で
、
当
時
の
佐
渡
で
は
、

ト
キ
は
山
間
の
鳥
と
い
う
認
識
が
主
流
で
あ
っ
た

が
、
①
中
国
で
は
平
野
で
あ
っ
た
り
、
家
の
防
風
林

で
あ
っ
た
り
、
か
な
り
人
里
に
近
い
と
こ
ろ
で
生
息

し
て
い
た
こ
と
、
②
人

工
給
餌
は
し
な
い
と
い

う
野
生
復
帰
の
取
り
組

み
の
た
め
、
餌
場
は
目

標
を
超
え
て
い
く
必
要

が
あ
る
こ
と
、
③
佐
渡

米
の
ブ
ラ
ン
ド
力
強
化

と
し
て
、
ト
キ
も
暮
ら

す
こ
と
の
で
き
る
水
田

か
ら
の
米
、
単
な
る
環

境
保
全
米
で
は
な
く
、

生
物
多
様
性
保
全
米
へ

佐
渡
米
を
進
化
さ
せ
る

こ
と
、
こ
の
よ
う
な
議

論
を
重
ね
た
結
果
、
市

内
全
域
で
生
物
多
様
性

農
業
を
広
げ
、
生
き
も

の
を
育
む
こ
と
は
農
業
の
持
つ
基
本
技
術
で
あ
る
と

い
う
考
え
の
下
、
無
農
薬
、
減
農
薬
を
基
本
と
し
、

そ
こ
に
生
き
も
の
を
育
む
技
術
を
田
ん
ぼ
一
枚
一
枚

で
実
践
す
る
こ
と
で
、
そ
れ
を
本
市
が
認
証
し
、
ブ

ラ
ン
ド
化
を
図
る
と
い
う
仕
組
み
を
構
築
し
た
。

「
朱
鷺
と
暮
ら
す
郷
づ
く
り
認
証
制
度
」
と
名
付
け
、

地
域
全
体
で
生
物
多
様
性
農
業
を
目
指
す
取
り
組
み

が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　

１
年
目
の
平
成
20
年
は
４
２
６
ha
、
現
在
は
約

１
１
０
０
ha
で
取
り
組
ま
れ
て
い
る
が
、「
朱
鷺
と

暮
ら
す
郷
米
」
は
大
手
総
合
ス
ー
パ
ー
、
コ
ー
プ
デ

リ
、
多
く
の
お
米
屋
な
ど
多
様
な
販
売
店
の
ご
支
援

を
受
け
、
認
証
米
が
販
売
さ
れ
る
だ
け
で
は
な
く
、

佐
渡
米
全
体
が
全
量
販
売
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
平

成
20
年
以
降
、
現
在
に
至
る
ま
で
佐
渡
米
の
全
量
販

売
が
で
き
て
い
る
こ
と
は
大
き
な
成
果
で
あ
る
。
私

自
身
市
の
担
当
者
と
し
て
こ
の
取
り
組
み
を
農
家
、

農
協
と
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
め
た
こ
と
は
誇
り
に

思
う
。
支
え
て
い
た
だ
い
た
農
家
や
消
費
者
の
皆
さ

ま
全
て
に
感
謝
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
こ
の
取
り
組
み
は
消
費
者
と
の
連
携
、
教

育
へ
の
波
及
、
生
物
多
様
性
を
核
と
し
た
地
域
づ
く

り
の
産
官
学
金
民
の
連
携
な
ど
の
新
た
な
活
動
も
生

ま
れ
て
お
り
、
島
の
変
革
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し

た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

　

佐
渡
の
生
物
多
様
性
農
業
は
現
在
も
ス
テ
ッ
プ

ア
ッ
プ
し
て
お
り
、
畦け
い
は
ん畔
へ
の
除
草
剤
不
使
用
、
稲

作
に
お
け
る
ネ
オ
ニ
コ
チ
ノ
イ
ド
系
農
薬
の
不
使

用
、
無
農
薬
農
業
の
拡
大
な
ど
、
野
生
復
帰
の
成
功

か
ら
、
佐
渡
で
普
通
の
鳥
に
な
り
つ
つ
あ
る
ト
キ
を

朱鷺と暮らす郷づくり認証要件　「江」の設置

佐渡産コシヒカリ「朱鷺と暮らす郷」認証米
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シ
ン
ボ
ル
と
し
た
、
人
と
生
き
も
の
、
経
済
と
環
境

が
共
生
で
き
る
社
会
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　

�

世
界
農
業
遺
産
認
定
と�

生
物
多
様
性
佐
渡
戦
略
の
策
定

　

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
行
っ
た
本
市
は
、
平
成

23
年
６
月
、
石
川
県
能
登
地
域
と
共
に
日
本
で
初
め

て
の
世
界
農
業
遺
産
認
定
地
域
と
な
っ
た
。
世
界
農

業
遺
産
は
、
世
界
的
に
重
要
な
農
業
遺
産
シ
ス
テ
ム

（Globally Im
portant A

gricultural H
eritage 

System
s

）の
頭
文
字
を
と
っ
て
Ｇ
Ｉ
Ａ
Ｈ
Ｓ（
ジ
ア

ス
）
と
も
呼
ば
れ
る
。
世
界
的
に
重
要
だ
と
認
め
ら

れ
る
農
法
や
生
物
の
多
様
性
、
景
観
、
文
化
を
有
す

る
地
域
特
有
の
シ
ス
テ
ム
を
、
持
続
可
能
な
形
に
変

え
な
が
ら
次
世
代
に
継
承
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
る
。
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
は
、
人
の
活
動
や
行

動
な
ど
を
認
証
す
る
も
の
と
い
っ
た
方
が
分
か
り
や

す
い
の
で
は
な
い
か
。

　

本
市
の
認
定
シ
ス
テ
ム
名
は
「
ト
キ
と
共
生
す
る

佐
渡
の
里
山
」。「
朱
鷺
と
暮
ら
す
郷
づ
く
り
認
証
制

度
」
の
生
き
も
の
を
育
む
農
法
、
海
と
山
の
恵
み
を

受
け
る
棚
田
な
ど
の
風
景
、
今
な
お
地
域
に
息
づ
く

伝
統
芸
能
の
数
々
が
、
持
続
可
能
な
農
業
・
文
化
と

し
て
価
値
が
あ
る
と
世
界
的
に
認
め
ら
れ
た
の
で
あ

る
。
本
市
で
は
特
に
農
業
が
持
つ
文
化
の
価
値
、
そ

れ
は
五
穀
豊
穣
を
願
う
お
祭
り
や
能
、
鬼
太
鼓
、
小

獅
子
舞
な
ど
が
有
名
で
あ
る
が
、
農
村
集
落
の
文
化

と
し
て
継
承
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
が
明

確
に
な
り
、
農
業
の
持
つ
新
た
な
価
値
を
見
え
る
化

で
き
た
こ
と
は
大
き
な
成
果
で
あ
る
。

　

ま
た
、
本
市
の
自
然
共
生
社
会
の
実
現
の
道
し
る

べ
と
し
て
、
平
成
24
年
６
月
に
「
ト
キ
と
暮
ら
す
島　

生
物
多
様
性
佐
渡
戦
略
」
を
策
定
し
た
。
目
標
期
間

を
孫
の
代
に
至
る
ま
で
を
約
束
す
る
こ
と
と
し
、
90

年
間
と
設
定
。「
佐
渡
を
知
る
」「
佐
渡
を
守
る
」「
佐
渡

を
使
う
」
を
三
つ
の
基
本
目
標
と
し
、
豊
か
な
自
然

と
暮
ら
し
を
保
全
・
再
生
す
る
こ
と
を
理
念
と
し
て

取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
る
。

　
未
来
へ
の
投
資

　

本
市
は
、
世
界
農
業
遺
産
の
認
定
や
生
物
多
様
性

戦
略
の
策
定
か
ら
、
10
年
以
上
が
経
過
し
た
。
こ
れ

ま
で
の
10
年
は
、
ト
キ
野
生
復
帰
を
目
指
し
歩
ん
で

き
た
10
年
で
あ
っ
た
。
島
内
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組

ん
だ
甲
斐
も
あ
っ
て
、
野
生
下
の
ト
キ
は
順
調
に
増

加
し
た
。
し
か
し
、
本
市
の
人
口
は
年
々
減
少
し
続

け
て
お
り
、
生
物
多
様
性
保
全
型
農
業
に
取
り
組
む

農
業
従
事
者
は
、
高
齢
化
の
真
っ
た
だ
中
に
あ
る
。

　

一
方
、
喫
緊
の
世
界
的
課
題
と
し
て
、
ネ
ー

チ
ャ
ー
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
、30by30

な
ど
、
生
物
多
様
性
の
回
復
や
持
続
可
能
な
生
産
へ

の
関
心
は
高
ま
っ
て
お
り
、
佐
渡
で
の
取
り
組
み
を

小
さ
な
モ
デ
ル
と
し
て
成
功
さ
せ
る
こ
と
が
、
世
界

的
課
題
へ
の
貢
献
に
も
つ
な
が
る
。
令
和
４
年
度
か

ら
は
「SA

D
O

SA
N

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
を
新
た
に
開
始
し
た
。
有
機
農
産
物
の
生
産
拡

大
の
ほ
か
、
小
中
学
校
や
保
育
園
給
食
へ
の
提
供
、

食
農
教
育
・
環
境
授
業
を
拡
大
し
、
未
来
へ
の
継
承

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

最
後
に
、
ト
キ
野
生
復
帰
を
目
指
し
た
取
り
組
み

は
、
石
川
県
能
登
地
域
や
島
根
県
出
雲
市
で
も
活
性

化
し
て
き
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
も
本
市
は
、
ト
キ（
生

き
も
の
）
と
共
生
す
る
地
域
づ
く
り
の
モ
デ
ル
地
区

と
し
て
全
国
、
世
界
に
発
信
し
な
が
ら
、
ト
キ
と
人

が
共
生
し
て
い
く
た
め
に
、
人
と
自
然
、
経
済
と
環

境
が
し
っ
か
り
と
循
環
す
る
持
続
可
能
な
島
の
創
生

を
目
指
し
て
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
。

刈り取り後の水田で採餌するトキ
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3寄稿

Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
里
山
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
戦
略
の
推
進

　
は
じ
め
に

　

神
戸
市
は
人
口
１
５
０
万
人
を
超
え
る
大
都
市
で

あ
り
な
が
ら
、
海
、
山
と
い
っ
た
自
然
が
す
ぐ
近
く

に
あ
る
ま
ち
で
あ
る
。
ま
た
、
郊
外
に
は
里
山
が
広

が
り
、
水
田
や
畑
、
森
林
、
た
め
池
、
草
原
な
ど
の

さ
ま
ざ
ま
な
自
然
豊
か
な
場
所
が
多
く
見
ら
れ
る
。

こ
の
里
山
の
自
然
は
、
人
の
手
が
入
り
続
け
る
こ
と

で
維
持
さ
れ
、
守
ら
れ
て
き
た
二
次
的
な
自
然
で
あ

り
、
人
が
薪
を
取
り
、
生
活
と
関
わ
り
を
持
つ
こ
と

で
、
里
山
と
し
て
の
景
観
や
植
生
、
生
物
多
様
性
が

保
た
れ
て
き
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
本
市
に
お
い
て
も
半
世
紀
余
り
前
か

ら
里
山
地
域
に
お
け
る
開
発
が
進
み
、
そ
の
環
境
が

失
わ
れ
る
と
と
も
に
、
生
活
様
式
の
変
化
に
よ
っ
て

里
山
の
利
用
が
減
少
し
、
耕
作
放
棄
地
や
手
入
れ
が

行
き
届
か
な
い
森
林
の
増
加
、
や
ぶ
や
竹
林
の
拡

大
、
水
路
や
た
め
池
の
管
理
不
足
な
ど
に
よ
っ
て
、

そ
の
環
境
を
維
持
す
る
こ
と
が
困
難
に
な
っ
て
き
て

い
る
。
さ
ら
に
は
、
外
来
生
物
の
侵
入
・
定
着
や
有

害
鳥
獣
の
生
息
域
拡
大
に
よ
る
生
態
系
被
害
が
発
生

す
る
な
ど
、
生
物
多
様
性
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
。

　

生
物
多
様
性
は
、
持
続
可
能
な
開
発
目
標
（
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
）の
根
幹
で
あ
り
、
き
れ
い
な
空
気
や
水
、
食
料
、

水
害
や
土
砂
災
害
に
対
す
る
防
災
機
能
な
ど
、
私
た

ち
の
日
常
生
活
に
お
い
て
当
た
り
前
に
あ
る
も
の
の

多
く
が
、
生
物
多
様
性
の
恵
み
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

　
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
里
山
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
戦
略

　

本
市
で
は
、
神
戸
が
目
指
す
べ
き
里
山
を
実
現
す

る
た
め
の
方
策
を
明
ら
か
に
し
、
市
民
・
企
業
・
学

校
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
行
政
が
互
い
に
連
携
し
な
が
ら
、
里

山
の
豊
か
な
恵
み
を
持
続
的
に
享
受
し
、
次
の
世
代

に
残
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
、「
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ

里
山
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
戦
略
」を
本
年
１
月
に
策
定
し
た
。

　

こ
の
戦
略
で
は
、
目
指
す
べ
き
里
山
を
「
多
種
多

様
な
動
植
物
を
育
み
、
人
と
自
然
が
共
生
す
る
里
山

の
価
値
が
多
く
の
人
々
に
共
有
さ
れ
、
保
全
・
管
理
・

利
用
が
継
続
的
に
行
わ
れ
る
こ
と
で
、
生
物
多
様
性

が
も
た
ら
す
多
様
な
恵
み
を
持
続
的
に
享
受
で
き
る

里
山
」
と
定
義
し
、
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の
三
つ

の
戦
略
を
定
め
て
い
る
。

　
具
体
的
な
取
り
組
み

戦
略
１　

里
山
を「
知
る
」

　

生
物
多
様
性
の
保
全
を
進
め
て
い
く
た
め
に
、
ま

ず
は
、
里
山
の
大
切
さ
を
市
民
に
知
っ
て
い
た
だ
く

こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
媒
体
で
情
報
発
信

を
行
う
と
と
も
に
、
市
民
自
ら
が
自
然
に
触
れ
、
自

然
と
の
関
わ
り
を
実
感
で
き
る
場
を
設
け
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。

　

本
市
で
は
、
身
近
な
生
き
も
の
を
ま
と
め
た
「
き

せ
つ
の
生
き
も
の
さ
が
し
ガ
イ
ド
」
を
作
成
し
、
市

内
の
小
学
３
年
生
全
員
に
配
布
す
る
と
と
も
に
、
こ

の
冊
子
を
活
用
し
た
自
然
体
験
学
習
を
行
う
こ
と

で
、
自
然
に
対
す
る
子
ど
も
の
興
味
を
醸
成
す
る
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
希
少
な
生
き
も
の

が
生
息
・
生
育
し
て
い
る
場
所
で
の
自
然
観
察
会
や
、

撮
影
し
た
生
き
も
の
の
写
真
を
Ａ
Ｉ
判
定
し
、
種
名

を
判
別
す
る
こ
と
が
可
能
な
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ

リ
を
活
用
し
た
市
民
参
加
型
の
生
物
調
査
を
行
う
な

ど
、
市
民
自
ら
が
生
き
も
の
を
見
て
感
じ
る
取
り
組

神こ
う
べ戸

市
長（
兵
庫
県
）　

久ひ
さ
も
と元

喜き
ぞ
う造
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み
も
実
施
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
豊
か
な
生
物
多
様
性
を
脅
か
す
外
来
生
物

問
題
に
つ
い
て
も
、
市
民
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。
本
市
で
は
、
ア
ラ
イ
グ
マ
、
ア
カ
ミ
ミ

ガ
メ
、
オ
オ
ク
チ
バ
ス
、
オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
な
ど
の

外
来
生
物
が
定
着
し
、
在
来
生
物
と
の
競
合
や
食
害

な
ど
に
よ
る
生
態
系
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

　

令
和
４
年
８
月
に
、
自
治
体
初
の
外
来
生
物
問
題

に
特
化
し
た
常
設
の
啓
発
拠
点
で
あ
る
「
外
来
生
物

展
示
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設
し
た
。
外
来
生
物
展
示
セ

ン
タ
ー
は
、
実
際
に
生
き
た
個
体
や
は
く
製
を
見
て

触
る
こ
と
に
よ
り
「
感
じ
」、
専
門
員
の
解
説
を
聞

き
、
パ
ネ
ル
や
映
像
を
見
て
問
題

を「
知
る
」。
さ
ら
に
そ
こ
か
ら
発

展
さ
せ
、
い
か
に
人
が
持
ち
込
ん

だ
外
来
生
物
が
生
物
多
様
性
の
脅

威
と
な
っ
て
い
る
の
か
、
な
ぜ
駆

除
が
必
要
な
の
か
を「
考
え
る
」場

と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
る
。

戦
略
２　

里
山
を「
ま
も
る
」

　

人
の
生
活
様
式
が
変
化
し
、
里

山
の
利
用
が
減
少
し
た
現
代
に
お

い
て
、
里
山
の
生
物
多
様
性
を

守
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
現
代
に

合
っ
た
最
適
な
方
法
を
模
索
す
る

必
要
が
あ
る
。
本
市
で
は
、
地
域

だ
け
で
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
が

一
緒
に
な
っ
て
取
り
組
む
保
全
活
動
を
モ
デ
ル
的
に

進
め
て
い
る
。

　

例
え
ば
、
放
置
さ
れ
た
里
山
林
で
は
、
林
床
ま
で

日
が
届
く
明
る
い
生
物
多
様
性
豊
か
な
森
を
目
指

し
、
市
民
団
体
と
協
力
し
て
森
林
整
備
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
耕
作
放
棄
地
や
た
め
池
で
は
、
市
民
団
体

や
学
生
な
ど
と
連
携
し
な
が
ら
、
あ
ぜ
の
草
刈
り
や

池
内
の
ヨ
シ
や
ガ
マ
な
ど
の
刈
り
取
り
を
行
う
こ
と

で
、
草
原
や
水
域
の
生
き
も
の
の
生
息
・
生
育
環
境

の
保
全
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
加
え
て
、
耕
作
放
棄

地
を
耕
う
ん
し
て
田
畑
と
し
て
再
生
し
、
そ
の
環
境

を
維
持
す
る
こ
と
で
、
生
物
多
様
性
保
全
に
つ
な
げ

る
取
り
組
み
も
行
っ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
地
域
が
主
体
的
か
つ
持
続
的
に
里
山
を

維
持
管
理
で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
の
た
め
、
里
山
整

備
に
関
す
る
知
見
・
経
験
を
有
す
る
民
間
企
業
と
連

携
し
、
地
域
と
共
に
整
備
や
活
用
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

ま
た
、
保
全
活
動
の
効
果
を
確
認
す
る
た
め
、
採

集
や
目
視
に
よ
る
生
物
調
査
に
加
え
て
、
水
や
土
壌

な
ど
に
含
ま
れ
る
生
き
も
の
由
来
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
分
析

し
、
そ
の
地
域
に
生
息
す
る
生
き
も
の
を
調
べ
る
な

ど
、
生
物
多
様
性
の
変
化
の
把
握
に
取
り
組
ん
で

い
る
。

　

外
来
生
物
に
関
し
て
は
、
生
態
系
だ
け
で
な
く
、

農
業
へ
の
影
響
も
あ
る
。
例
え
ば
、
ア
ラ
イ
グ
マ
の

場
合
は
、
市
内
で
も
令
和
３
年
度
で
約
２
５
０
０
万

円
の
農
作
物
被
害
が
出
て
い
る
こ
と
か
ら
、
猟
友
会

図  KOBE里山SDGs戦略の三つの戦略

外来生物展示センター

生物飼育棟

展示ホール
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と
連
携
し
年
間
約
２
０
０
０
頭
を
捕
獲
し
て
い
る
。

ま
た
、
市
民
と
の
協
働
に
よ
り
対
策
を
進
め
て
い
く

た
め
、
保
全
活
動
を
行
う
市
民
団
体
に
助
成
制
度
に

よ
る
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
外
来
生

物
の
防
除
活
動
を
行
っ
て
い
る
団
体
に
対
し
て
、
最

大
10
万
円
の
活
動
助
成
、
本
年
６
月
よ
り
条
件
付
特

定
外
来
生
物
に
指
定
さ
れ
る
ア
カ
ミ
ミ
ガ
メ
の
防
除

に
つ
い
て
も
、
捕
獲
し
た
ア
カ
ミ
ミ
ガ
メ
の
数
に
応

じ
て
最
大
５
万
円
の
活
動
助
成
を
行
っ
て
い
る
。

戦
略
３　

里
山
活
動
を「
つ
な
ぐ
・
ひ
ろ
げ
る
」

　

里
山
の
保
全
活
動
を
持
続
的
な
も
の
と
し
て
い
く

た
め
に
、
本
市
で
は
、
里
山
地
域
だ
け
で
な
く
、
都

市
住
民
や
企
業
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
主
体

に
関
わ
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
各
種
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
る
。

　

例
え
ば
、
森
林
管
理
に
必
要
な
樹
木
伐
採
や
下
草

刈
り
等
の
技
術
や
知
識
な
ど
を
身
に
付
け
る
こ
と
が

で
き
る
講
習
会
の
開
催
や
、
有
害
鳥
獣
の
捕
獲
に
従

事
し
よ
う
と
す
る
者
を
支
援
す
る
た
め
、
狩
猟
免
許

の
取
得
補
助
や
、
実
践
的
な
捕
獲
研
修
会
を
行
っ
て

い
る
。

　

ま
た
、
耕
作
放
棄
地
の
発
生
防
止
に
も
つ
な
が
る

「
神
戸
ネ
ク
ス
ト
フ
ァ
ー
マ
ー
制
度
」を
創
設
し
て
い

る
。
こ
れ
ま
で
、
農
業
に
参
入
す
る
た
め
に
は
研
修

機
関
な
ど
で
１
年
間
の
農
業
研
修
に
専
念
す
る
必
要

が
あ
っ
た
が
、
こ
の
制
度
で
は
、
働
き
な
が
ら
で
も

可
能
な
短
時
間
の
農
業
研
修
を
受
け
る
こ
と
で
、
小

規
模
な
農
地
を
借
り
て
農
業
を
始
め
る
こ
と
が
可
能

で
あ
り
、
新
た
な
農
業
の
在
り
方
と
し
て
運
用
を

行
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
行
う
こ
と

で
、
里
山
保
全
の
新
た
な
担
い
手
の
育
成
に
つ
な
げ

て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
事
業
者
に
よ
る
先
進
的
で
創
造
性
に
富

ん
だ
活
動
や
取
り
組
み
を
支
援
す
る
た
め
、
企
業
版

ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る
寄
付
金
な
ど
を
財
源
と
し
た

補
助
制
度
を
創
設
し
、
保
全
活
動
の
活
性
化
を
積
極

的
に
図
っ
て
い
る
。

　

一
方
、
伐
採
し
た
樹
木
は
、
か
つ
て
は
燃
料
と
し

て
使
わ
れ
る
な
ど
、
人
の
生
活
の
中
で
用
い
ら
れ
て

い
た
が
、
社
会
経
済
活
動
が
変
化
し
た
現
代
に
お
い

て
は
、
当
時
と
同
じ
よ
う
に
利
用
す
る
こ
と
は
困
難

で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
伐
採
し
た
樹
木
を
活
用
し
、

長
期
間
Ｃ
Ｏ
２
を
固
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
バ
イ
オ

炭
を
作
成
し
、
長
期
保
管
す
る
こ
と
で
、
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
寄
与
す
る
取
り
組
み
や
、
建
築
物

の
内
装
材
や
木
工
品
と
し
て
用
い
る
な
ど
、
新
た
な

活
用
方
法
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。

　
お
わ
り
に

　

現
在
、
地
球
上
の
生
き
も
の
は
、
人
間
活
動
の
影

響
に
よ
っ
て
こ
れ
ま
で
に
な
い
ス
ピ
ー
ド
で
絶
滅
し

て
お
り
、
対
策
を
講
じ
な
け
れ
ば
、
今
後
さ
ら
に
加

速
す
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
令
和
４
年
12
月
に
は
、
カ
ナ
ダ
・

モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
で
「
生
物
多
様
性
条
約
第
15
回
締

約
国
会
議
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
15
）」
が
開
催
さ
れ
た
。
会
議
で

は
、
生
物
多
様
性
の
観
点
か
ら
、
２
０
３
０
年
ま
で

に
各
国
の
陸
と
海
の
30
％
以
上
の
面
積
を
保
全
す
る

「30by30

目
標
」
な
ど
の
新
た
な
世
界
目
標
が
採
択

さ
れ
、
生
物
多
様
性
を
重
視
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
の
認
識
が
国
際
的
に
も
高
ま
っ
て
い
る
。

　

国
で
は
、
こ
の「30by30

目
標
」の
達
成
に
向
け
、

生
物
多
様
性
の
保
全
が
図
ら
れ
て
い
る
地
域
を
「
自

然
共
生
サ
イ
ト
」
と
し
て
認
定
す
る
仕
組
み
が
本
年

度
よ
り
始
ま
る
。

　
「
自
然
共
生
サ
イ
ト
」の
認
定
を
得
る
こ
と
で
、
そ

の
地
域
に
お
け
る
生
物
多
様
性
の
価
値
を
認
識
す
る

き
っ
か
け
と
な
り
、
新
た
な
保
全
活
動
の
担
い
手
の

確
保
や
経
済
的
な
支
援
な
ど
に
つ
な
が
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
る
。

　

令
和
４
年
度
に
国
が
実
施
し
た
「
自
然
共
生
サ
イ

ト
認
定
実
証
事
業
」
に
お
い
て
、
本
市
北
区
の
里
山

（
約
１
８
３
ha
の
地
域
）
が
、
本
年
１
月
に
「
認
定
相

当
」
の
評
価
を
得
て
い
る
。
本
年
度
中
の
正
式
認
定

に
向
け
、
重
点
的
に
生
物
多
様
性
の
保
全
の
取
り
組

み
を
進
め
て
い
く
。

　

今
後
も
市
内
各
地
に
お
い
て
、
市
民
や
企
業
、
学

校
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
主
体
を
つ
な
ぎ
、

連
携
し
な
が
ら
、「
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
里
山
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
戦
略
」

を
実
践
し
て
い
く
こ
と
で
、
大
都
市
の
中
に
あ
る
貴

重
な
里
山
と
い
う
価
値
を
、
将
来
の
世
代
に
し
っ
か

り
と
引
き
継
い
で
い
く
。
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「
生
物
多
様
性
保
全
」を
目
指
し
た
ま
ち
づ
く
り

　
は
じ
め
に

　

奄
美
大
島
は
鹿
児
島
県
と
沖
縄
県
の
ほ
ぼ
中
間
に

位
置
し
、
有
人
８
島
か
ら
成
る
奄
美
群
島
の
中
で
最

大
の
島
で
あ
る
。
奄
美
大
島
の
面
積
は
７
１
２・52
㎢
。

島
の
面
積
の
８
割
強
が
山
林
と
な
っ
て
お
り
、
温
暖

で
雨
の
多
い
気
候
に
よ
り
、
希
少
な
動
植
物
の
重
要

な
生
息
・
生
育
地
と
な
っ
て
い
る
。

　

奄
美
市
は
そ
の
奄
美
大
島
の
北
部
か
ら
中
部
に
か

け
て
位
置
し
、
北
部
に
は
農
地
と
美
し
い
海
岸
線
が

広
が
り
、
中
部
に
は
豊
か
な
森
林
と
清
流
を
有
し
て

い
る
。
令
和
３
年
７
月
26
日
に
徳と
く
の
し
ま

之
島
、
沖
縄
島
北

部
、
西い
り
お
も
て
じ
ま

表
島
と
共
に
世
界
自
然
遺
産
に
登
録
さ
れ
、

国
内
の
世
界
自
然
遺
産
地
域
と
し
て
唯
一
、「
市
域
」

に
遺
産
地
域
が
存
在
し
、
観
光
客
が
気
軽
に
自
然
遺

産
地
域
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。

　
奄
美
大
島
生
物
多
様
性
地
域
戦
略
と
は

　

奄
美
大
島
生
物
多
様
性
地
域
戦
略
（
以
下
「
戦
略
」

と
い
う
）
は
、
生
物
多
様
性
基
本
法
に
基
づ
き
、
平

成
27
年
に
奄
美
大
島
の
５
市
町
村（
本
市
、
大や
ま
と
そ
ん

和
村
、

宇う
け
ん
そ
ん

検
村
、
瀬せ

と
う
ち
ち
ょ
う

戸
内
町
、
龍た

つ
ご
う
ち
ょ
う

郷
町
）
で
策
定
し
た
戦
略

で
あ
る
。
生
物
多
様
性
の
保
全
と
持
続
可
能
な
利
用

に
関
す
る
総
合
的
な
計
画
で
あ
り
、
平
成
27
年
度
か

ら
令
和
６
年
度
ま
で
の
10
年
計
画
で
あ
る
。

　

本
戦
略
の
目
的
と
し
て
、
奄
美
大
島
の
生
物
多
様

性
の
質
的
向
上
を
図
る
と
同
時
に
、
そ
の
保
全
・
利

用
を
通
し
て
、
地
域
活
性
化
を
進
め
る
こ
と
を
目
指

し
て
い
る
。

　

ま
た
、
本
戦
略
の
位
置
づ
け
と
し
て
は
、
生
物
多

様
性
基
本
法
や
国
・
県
の
施
策
と
の
連
携
を
図
る
と

と
も
に
、
関
係
市
町
村
の
総
合
振
興
計
画
や
奄
美
群

島
振
興
開
発
計
画
な
ど
の
施
行
に
お
け
る
、
生
物
多

様
性
の
保
全
と
利
用
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
な
る
も
の

で
あ
る
。
さ
ら
に
は
、
世
界
自
然
遺
産
登
録
、
登
録

後
の
取
り
組
み
の
た
め
の
「
包
括
的
管
理
計
画
の
中

の
奄
美
大
島
行
動
計
画
」
に
も
本
戦
略
は
組
み
込
ま

れ
て
い
る
。

　

次
に
戦
略
の
中
身
に
つ
い
て
簡
単
に
紹
介
さ
せ
て

い
た
だ
く
。

　

本
戦
略
は
、
奄
美
大
島
の
独
自
性
・
希
少
性
に
富

ん
だ
独
特
な
自
然
環
境
や
豊
年
祭
の
行
事
な
ど
、
奄

美
大
島
各
地
に
残
る
自
然
と
共
生
す
る
伝
統
的
な
生

活
文
化
な
ど
の
地
域
性
に
つ
い
て
取
り
ま
と
め
た
上

で
、
課
題
や
目
標
を
整
理
し
、
三
つ
の
基
本
方
針
を

定
め
た
。

●�

基
本
方
針
１
「
生
物
多
様
性
の
保
全
と
管
理
」
と

し
て
、
奄
美
大
島
の
自
然
を
よ
り
よ
い
状
態
で
未

奄あ
ま
み美

市
長（
鹿
児
島
県
）　

安や
す
だ田
壮そ

う
へ
い平

奄美群島と奄美市
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来
に
継
承
し
て
い
く
た
め
に
、
希
少
種
だ
け
で
な

く
そ
の
生
息
空
間
の
保
全
を
含
め
た
、
奄
美
の
自

然
全
体
の
取
り
組
み
を
進
め
る
と
し
て
い
る
。
こ

の
取
り
組
み
に
は
希
少
種
な
ど
の
保
全
や
奄
美
群

島
国
立
公
園
の
管
理
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
温
暖

化
対
策
も
含
ま
れ
て
い
る
。

●�

基
本
方
針
２
「
人
と
自
然
が
共
生
す
る
社
会
を
構

築
す
る
た
め
の
仕
組
み
作
り
と
人
材
の
育
成
」
と

し
て
、
人
と
自
然
が
共
生
し
て
い
け
る
社
会
の
仕

組
み
作
り
と
、
そ
の
取
り
組
み
を
主
体
的
に
進
め

て
い
く
人
材
の
育
成
な
ど
に
取
り
組
む
こ
と
で
、

奄
美
大
島
の
生
物
多
様
性
を
保
全
し
て
未
来
に
継

承
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

●�

基
本
方
針
３
「
生
物
多
様
性
の
持
続
可
能
な
利
用
」

と
し
て
、
奄
美
大
島
の
歴
史
や
文
化
と
新
た
な
技

術
や
発
想
を
生
か
し
、
生
物
多
様
性
が
も
た
ら
し

て
く
れ
る
恩
恵
を
持
続
的
に
享
受
で
き
る
社
会
を

目
指
す
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

こ
の
三
つ
の
基
本
方
針
に
基
づ
き
１
０
５
の
行
動

計
画
を
設
定
、
さ
ら
に
５
市
町
村
が
連
携
し
て
重
点

的
に
取
り
組
む
施
策
を
８
つ
設
定
し
て
い
る
。
そ
し

て
戦
略
を
基
に
奄
美
大
島
５
市
町
村
で
構
成
す
る

「
奄
美
大
島
自
然
保
護
協
議
会
」が
中
心
と
な
り
、
住

民
、
関
係
団
体
、
国
や
県
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

施
策
を
進
め
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
で
地
域
戦
略
が

策
定
さ
れ
て
い
る
が
、
複
数
の
自
治
体
に
よ
る
地
域

戦
略
は
奄
美
大
島
が
先
進
地
で
あ
る
と
言
え
る
。
で

は
な
ぜ
複
数
の
自
治
体
に
よ
る
地
域
戦
略
の
策
定
が

可
能
で
あ
っ
た
の
か
、
策
定
ま
で
の
経
緯
と
共
に
振

り
返
っ
て
み
た
い
と
思
う
。

　

�

奄
美
大
島
生
物
多
様
性
地
域
戦
略
の�

策
定
ま
で
の
経
緯

　

ま
ず
、
戦
略
を
策
定
す
る
き
っ
か
け
は
、
間
違
い

な
く
世
界
自
然
遺
産
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
平
成

15
年
に
新
た
な
世
界
自
然
遺
産
候
補
地
と
し
て
、
奄

美
大
島
が
選
定
さ
れ
た
こ
と
が
自
然
保
護
を
意
識
し

始
め
た
大
き
な
き
っ
か
け
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

そ
の
後
、
奄
美
大
島
で
は
野
生
化
し
た
ヤ
ギ
に
よ

る
植
生
被
害
や
崖
の
崩
落
問
題
が
起
き
始
め
た
こ
と

を
き
っ
か
け
に
、
平
成
19
年
に
「
山
羊
の
放
し
飼
い

防
止
条
例
」
を
５
市
町
村
共
同
で
策
定
、
平
成
23
年

に
は「
飼
い
猫
の
適
正
な
飼
養
及
び
管
理
条
例
」の
策

定
、
種
の
保
存
法
や
県
の
条
例
で
補
え
な
い
動
植
物

を
奄
美
大
島
で
も
守
っ
て
い
く
た
め
に
、
平
成
25
年

に
は
「
希
少
野
生
動
植
物
保
護
条
例
」
を
策
定
し
た
。

ま
た
同
年
に「
奄
美
大
島
自
然
保
護
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」

を
発
行
す
る
な
ど
、
奄
美
大
島
の
自
然
保
護
関
連
の

取
り
組
み
は
常
に
５
市
町
村
で
対
応
し
て
き
た
。

　

こ
う
い
っ
た
条
例
な
ど
を
策
定
し
て
い
く
中
で
、

自
然
保
護
に
関
す
る
取
り
組
み
を
何
か
し
ら
の
指
針

や
方
策
を
持
っ
て
、
５
市
町
村
で
連
携
し
て
い
く
た

め
に
必
要
な
も
の
は
何
か
と
考
え
た
際
に
た
ど
り
着

い
た
の
が
「
奄
美
大
島
生
物
多
様
性
地
域
戦
略
」
で

あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
奄
美
大
島
５
市
町
村
で
戦
略
を

策
定
す
る
と
い
う
の
は
、
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
自
然

な
流
れ
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
て
、
平
成
25
年
、
26
年
の
２
カ
年
で
島
内

外
の
専
門
家
、
研
究
者
、
自
然
保
護
関
係
者
に
よ
る

奄美大島生物多様性地域戦略の位置づけ（体系図）と奄美大島生物多様性地域戦略
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専
門
家
会
議
が
開
か
れ
、
エ
コ
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
、
観

光
関
係
者
、
自
治
体
か
ら
の
聞
き
取
り
調
査
、
地
域

の
意
見
交
換
会
の
実
施
、
そ
し
て
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
を
経
て
平
成
27
年
の
策
定
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

　

今
で
こ
そ
、
生
物
多
様
性
と
い
う
言
葉
が
普
及
し

始
め
て
い
る
が
、
当
時
ど
れ
だ
け
の
人
が
生
物
多
様

性
と
い
う
概
念
を
知
っ
て
い
た
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
は

ど
の
自
治
体
も
同
じ
よ
う
な
壁
を
感
じ
て
い
る
と
思

う
が
、
わ
れ
わ
れ
の
よ
う
な
自
治
体
に
は
生
物
多
様

性
に
関
す
る
専
門
職
員
が
い
な
い
こ
と
が
多
い
。
そ

の
中
で
こ
の
戦
略
を
策
定
す
る
こ
と
が
で
き
た
の

は
、
多
く
の
関
係
者
の
方
が
ご
尽
力
く
だ
さ
っ
た
お

か
げ
で
あ
る
。
こ
の
場
を
借
り
て
改
め
て
御
礼
申
し

上
げ
る
。

　

�

こ
れ
か
ら
の
展
望�

〜
生
物
多
様
性
と
ま
ち
づ
く
り
〜

　

平
成
27
年
に
策
定
し
た
本
戦
略
は
策
定
の
５
年

後
、
令
和
元
年
に
中
間
評
価
を
行
い
、
改
訂
を
行
っ

て
い
る
。
策
定
か
ら
の
５
年
間
で
奄
美
大
島
を
取
り

巻
く
状
況
は
、
奄
美
群
島
国
立
公
園
の
指
定
、
世
界

自
然
遺
産
の
推
薦
、
観
光
客
の
増
加
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
変
化
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
本
年
、
令
和
６
年
の

２
カ
年
を
か
け
て
次
の
10
年
間
の
戦
略
を
策
定
す
る

予
定
で
あ
る
。
前
回
の
改
訂
か
ら
ま
た
さ
ら
に
状
況

は
変
化
し
て
お
り
、
世
界
自
然
遺
産
登
録
後
の
奄
美

大
島
の
状
況
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
な
ど
、
現
在
の
戦

略
と
は
ま
た
違
っ
た
戦
略
に
な
る
は
ず
だ
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
世
界
自
然
遺
産
に
登
録
さ

れ
た
奄
美
大
島
だ
が
、
徐
々
に
観
光
客
数
の
水
準
も

コ
ロ
ナ
禍
以
前
に
戻
っ
て
き
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
さ

ら
な
る
観
光
客
の
増
加
が
予
想
さ
れ
る
中
、
生
物
多

様
性
保
全
の
強
化
と
適
正
な
観
光
利
用
の
両
立
が
不

可
欠
で
あ
る
。
誤
解
を
恐
れ
ず
に
言
え
ば
、

厳
格
な
自
然
保
護
主
義
に
よ
る
観
光
と
保
全

の
対
立
と
い
っ
た
構
造
で
は
な
く
、
奄
美
大

島
の
豊
か
な
自
然
と
文
化
と
持
続
可
能
な
観

光
利
用
が
共
存
す
る
新
た
な
仕
組
み
作
り
が

必
要
な
の
だ
。

　

こ
の
新
た
な
仕
組
み
作
り
に
と
っ
て
、「
生

物
多
様
性
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
は
実
に
重

要
で
あ
る
と
感
じ
て
い
る
。
奄
美
群
島
国
立

公
園
や
「
奄
美
大
島
、
徳
之
島
、
沖
縄
島
北

部
及
び
西
表
島
」
の
世
界
自
然
遺
産
は
日
本

を
、
そ
し
て
世
界
を
代
表
す
る
宝
で
あ
り
、

国
と
し
て
保
全
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
た
だ
、
奄
美
大
島
は
そ
れ
だ
け
の
島
で

は
な
い
。
島
民
そ
れ
ぞ
れ
の
営
み
が
あ
り
、

文
化
が
あ
り
、
歴
史
が
あ
る
。
そ
れ
も
含
め

て
未
来
へ
と
残
し
て
い
き
た
い
奄
美
大
島
の

遺
産
だ
。
自
治
体
が
主
体
と
な
っ
て
策
定
す

る
地
域
戦
略
だ
か
ら
こ
そ
盛
り
込
め
る
施
策

も
多
く
あ
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
か
ら
の
生
物
多

様
性
保
全
は
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
法
的
に
守

ら
れ
る
だ
け
で
は
な
く
、
地
域
が
主
体
と
な
っ
て
守

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

そ
の
た
め
に
必
要
な
こ
と
を
次
期
「
奄
美
大
島
生

物
多
様
性
地
域
戦
略
」に
組
み
込
ん
で
い
く
予
定
だ
。

　

こ
の
取
り
組
み
が
一
つ
の
モ
デ
ル
と
な
り
、
他
地

域
の
参
考
に
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

奄美市を代表する観光スポット「金作原（きんさくばる）」のヒカゲヘゴ


